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目的： 認知機能を評価したω-3系 FA補給をともなうランダム化比較試験 (RCT)のレビューを行う。 

要旨： アルツハイマー病を含む認知症の治療は複数の機作を標的とするさまざまな薬剤が開発されてき

たものの  必ずしも成功しているといえない。一方で、エイコサペンタエン酸 (EPA) やドコサヘキ

サエン酸 (DHA) などの長鎖多価不飽和 ω-3 系脂肪酸 (ω-3 系 FA) は、健康的な食事の重要な構

成要素であることが知られており、特に心臓と脳の健康機能に寄与する。また、魚またはω-3系 FA 

の摂取は、認知機能の低下のリスクとの間で強い負の相関を示すとの疫学研究があることより、遅

発性の認知症を遅延させ予防する ω-3 系 FA による栄養介入の戦略に期待が寄せられている。しか

し、ランダム化比較試験 (RCT) の結果は一貫しているといえないため、ω-3系 FAの補給をおこな

い認知機能を評価した RCTのレビューを実施した。 

 2022 年 4 月より前に公開された 78* の RCT についてレビューし評価した。 これらの RCT 

の 43.6% が、ω-3系 FA の補給後に、プラセボと比較して、認知機能に肯定的な変化を報告した。 

ところが、被験者の集団は多様で（年齢範囲と健康状態）、広範な用量の EPA + DHA が使われ（79

～5200 mg/日）、認知機能を評価する多種類の診断テストによって、認知機能のスコアと全体的な

認知機能の状態が評価される等の不均一性があったことより、本質的な比較が容易でなかった。 そ

こで、 78 の RCT を被験者の年齢と健康状態により 5 つのカテゴリーに分けて解析した。すなわ

ち、認知障害のない中年成人 (n = 24)、認知障害のない高齢者 (n = 24)、主観的記憶障害のある成

人 (n = 14)、軽度認知障害 (MCI)の成人 (n = 9) および認知症またはその他の認知機能に関する疾

患と診断された人 (n = 7)に分けた。 これらのカテゴリーの中で、MCI 成人を対象に実施された 

RCT では、その 66.7% がω-3系 FA を補給した場合にプラセボと比較してより高い認知機能を示

し、肯定的な RCT の割合が多いカテゴリーであった。一方、用量および EPA あるいは DHA のど

ちらが奏功するかについて、明確な結論は出せない  としながらも、 EPAのみの効果を評価した 4

つの RCTでは、何れも  肯定的な効果を確認できていない。また、認知機能の評価法について、被

験者の QOL（生活の質）を的確に評価できる客観的でまた標準化された方法を用いる必要がある  

と提案された。 

これらより、本レビューは、a) ω-3系 FAによる栄養介入と介入の前後の認知機能を評価する臨

床医を支援し、また、b) 今後、認知機能の転帰に対するω-3系 FA補給による RCT の試験計画を

立てる上で参考となる理論基盤である。 

 
注 *：島根大学で実施された DHA を強化した魚肉ソーセージを被験食品とする介入試験を含め、国内で実施された 5 つの RCT が含まれている。 


